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インフルエンザは、高熱や頭痛などの全身症状が強
く、肺炎や気管支炎などを合併し、重症になりやすいの
が特徴です。予防接種は乳幼児や高齢者の発病防止、特
に重症化防止に有効とされています。 

インフルエンザ予防接種の助成 



16 

 

新型コロナウイルス感染症は、高齢者や基礎疾患の
ある方は、肺炎などを合併し重症化しやすいとされて
います。予防接種は、新型コロナウイルス感染症にかか
った場合の入院や死亡等の重症化予防効果が認められ
ています。 

新型コロナ予防接種の助成 
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肺炎の原因として一番多いのが、肺炎球菌によって
引き起こされるものです。肺炎は、体力の弱い高齢者
や免疫力の低下している方がかかりやすく、急速に症
状が進んだ場合は抗生物質などによる治療が間に合
わないことがあり危険です。 

肺炎球菌による肺炎を事前に予防する方法の一つと
して、予防接種があります。 

高齢者肺炎球菌予防接種の助成 
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帯状疱疹は、過去に感染した水ぼうそうのウイルス
が生涯にわたって神経に潜伏し、加齢や疲労などの免
疫力低下によって再活性化して起こります。皮膚の痛
みや水疱形成を主症状とし、合併症として皮膚の痛み
が３か月以上に渡って続く「帯状疱疹後神経痛」があ
ります。予防接種は、帯状疱疹の発症の予防と、帯状
疱疹後神経痛の予防の効果が認められています。 

帯状疱疹予防接種の助成 
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妊娠初期に風しんに感染すると、風しんウイルスが
胎児に感染して、「先天性風しん症候群」の赤ちゃんが
生まれる可能性があります。抗体を持たない妊婦と生
まれてくる赤ちゃんの健康を守るために、抗体検査お
よび予防接種の費用を助成します。 

 

成人の風しん抗体検査および予防接種の助成 


